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　学習計画

ア イ ウ

〇オリエンテーション
1:物質の構成

〇 〇 〇 ② ③ ④

〇 〇 〇 ② ③ ④

〇 〇 〇 ② ③ ④

・混合物と化合物など物質の構成の仕方
による性質の違いや、含まれる成分元素
について十分理解できたか。

・分離精製の実験を行い、その技
術が人間生活に欠かせないもので
あることを知ることができたか。

・原子の構造を知り、元素の性質
との関わりを理解することができ
たか。

改訂　化学基礎（東京書籍）
副教材等

（出版社）
なし

(3)物質とその変化に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

(1)日常生活や社会との関連を図りながら、物質とその変化について理解するとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

評価の観点

(1)物質の
成分と構
成元素

〇 〇 〇

〇 〇 〇

③

レポート

イ

ウ

 理科『化学基礎』シラバス
1 単位数 2 授業形態 一斉学年

教科書
（出版社）

(2)原子の
構造と元
素の周期

表

課題発表・発言

〇 〇 〇

・混合物と化合物など物質
の構成の仕方による性質の
違いや、含まれる成分元素
について学習する。

・分離精製の実験
を行い、その技術
が人間生活に欠か
せないものである
ことを知る。
・原子の構造を知
り、元素の性質と
の関わりを理解す
る。

評　価　規　準

学
　
習
　
評
　
価

(2)観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

学
習
目
標

ア

評価の観点 評　価　の　観　点　の　趣　旨

主体的に学習
に取り組む態

度

知識･技能

思考･判断
･表現

① ②

思考･判断･表現

主体的に学習に
取り組む態度

④
単元考査
実力考査

化学と人間
生活

         評価方法
   観点

知識･技能

・プリント(WS)を用いた授業になります。適切に管理してください。
・Google ClassRoomなどのツールを使って課題やレポートの提出、振り返りなどを行う予定です
・単元ごとに実験を実施する予定です。

学
習
方
法

日常生活や社会との関連を図りながら、物質とその変化についての観察、実験な
どを行うことを通して、物質とその変化に関する基本的な概念や原理・法則の定
性的な理解を図るとともに、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関
する基本的な技能を身に付けている。

物質とその変化を対象に、探究の過程を通して、情報の収集、仮説の設定、実験
の計画、実験による検証、実験データの分析・解釈などの探究の方法を習得させ
るとともに、報告書を作成する力や発表する力、科学的に探究する力を身につけ
ている。

物質とその変化に対して主体的に関わり、それらに対する気付きから課題を設定
し解決しようとする態度など、科学的に探究しようとしている。

編･章

物質とその変化に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察，実験を行うことな
どを通して、物質とその変化を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成するこ
とを目指す。

前
期
中
間

学
期

単元 学習内容
評価
方法



〇 〇 〇 ② ③ ④

・単元考査 ①

〇 〇 〇 ② ③ ④

〇 〇 〇 ② ③ ④

・前期実力考査 ①
2.物質の変化

〇 〇 〇 ② ③ ④

〇 〇 〇 ② ③ ④

〇 〇 〇 ② ③ ④

〇 〇 〇 ② ③ ④

〇 〇 〇 ② ③ ④

・単元考査 ①

〇 〇 〇 ② ③ ④

・中和滴定 〇 〇 〇 ② ③ ④
〇 〇 〇 ② ③ ④

〇 〇 〇 ② ③ ④

・後期実力考査 ①

・酸化還元反応の
いくつかの例を知
る。

・イオン結合、共有結合、金属結
合を原子の構造と関連づけて理解
することができたか。

・電気伝導性の実験を行い、それ
ぞれの結合が日常生活と深く関連
していることを理解することがで
きた方。

・原子や分子の質量と物質量との
関係を理解することができたか。

・化学反応式を作ることができた
か。

・溶液の濃度から物質の量を求め
ることができたか。

・銅と硫黄の化合実験、定量的水
素発生実験等により反応式から求
める量的関係の有効性を知ること
ができたか。

・酸と塩基、pH、中和反応につい
て学習し理解することができた
か。

(1)物質量
と化学変
化

(3)酸化還
元反応

(3)化学結合

(2)酸と塩

・イオン結合、共有
結合、金属結合を原
子の構造と関連づけ
て理解する。

・電気伝導性の実験
を行い、それぞれの
結合が日常生活と深
く関連していること
を学習する。

・原子や分子の質
量と物質量との関
係を理解する。

・酸と塩基、pH、
中和反応について
学習する。

・酸化数が求めら
れるようになる。

・化学反応式からそれに関わる物質
の量的関係を求めることができるよ
うになったか。

・中和滴定を十分理解することができたか。

・化学反応式を作
ることができるよ
うになる。
・化学反応式から
それに関わる物質
の量的関係を求め
ることができる。
・溶液の濃度から
物質の量を求める
ことができる。
・銅と硫黄の化合実
験、定量的水素発生
実験等により反応式
から求める量的関係
の有効性を知る。

・原子力の原理を学び、放射能に対
する知識を身につける。さらに、原
子力への今後の人類の対応について
考察することができたか。

(2)原子の
構造と元
素の周期

表

・原子の構造を知
り、元素の性質と
の関わりを理解す
る。
・原子力の原理を学
び、放射能に対する知
識を身につける。さら
に、原子力への今後の
人類の対応について考
察する。

物質の変化

化学と人間
生活

物質の構成

・酸化数が求められるようになっ
たか。
・酸化還元反応のいくつかの例を
あげることができるか。

物質の変化

前
期
中
間

前
期
期
末

後
期
中
間

後
期
期
末


